




 

 進行性筋ジストロフィー症ドウシャンヌ型患者に頻発する脊椎の変形は、心

肺機能に多大の影響をおよぼすので、彼らの延命上その増悪防止の必要性が指

摘されている。 

 当院では、テーラー式体幹装具を用いて、脊椎変形の予防、矯正を試みたの

で装着後現在までの約 1年間に生じた看護上の問題点につき報告する。' 


